
西暦 元号 年齢

1000頃 駒杵一族(平姓岩城家末葉)，常陸国鹿島郡駒木根村を起源。

1602 慶長 7
佐竹氏に代わって戸沢氏が常州多珂郡等を支配。駒木根
氏，佐竹氏家中から戸沢氏家中(砲術指南役)となる。

1622 元和 8  9
駒木根氏，戸沢氏の転封に伴い常州多珂から羽前新庄に移
住。

1810 文化 7 12
家老駒杵主膳(俊蔵)〈500石〉，排斥事件により退役。この
頃，駒木根から駒杵に改姓。

1876
～79

明治 9
　～12

下見板系擬洋風建築(M9朝暘学校(鶴岡),M10県庁舎(山
形),M11師範学校(山形),M12済生館(山形)）

1877 明治10  0歳  2. 7
旧山形藩士山形県士族の父駒杵三郎と母チヨの４男２女の
末子として，羽前国最上郡新庄町小田島に生まれる。

 2 西南戦争，勃発(～9月)。

1886 明治19  9歳 辰野金吾，帝国大学工科大学の教授に就任。

1888 明治21 11歳 12
帝国大学工科大学本館(辰野金吾設計)の竣工。※土浦中学
校旧本館のモデル。渋沢栄一ら日本煉瓦製造株式会社を創
立(深谷市上敷免)

1889 明治22 12歳 山形県尋常中学校（現山形東高校）に入学。  2 大日本帝国憲法，発布。

1894 明治27 17歳  7 日清戦争，勃発(～1895.3)。

 7.18 山形県尋常中学校を卒業。 常磐線の全線開通。

 9 第二高等学校大学予科第二部（現東北大学）に入学。

1898 明治31 21歳  9 東京帝国大学工科大学の造家学科を建築学科に改称。

 7.  9 第二高等学校大学予科第二部を卒業。

 9 東京帝国大学工科大学建築学科に入学。

1900 明治33 23歳  9 河野忠三(長州出身)，茨城県知事に着任。

12.18
東京帝国大学工科大学建築学科(辰野金吾校長)を繰り上げ
卒業。卒業論文は「Description for a Mansion」（全文英文）。

 1 日英同盟協約，締結。

12.28 茨城県に営繕工師として奉職。年棒800円給与。 12 辰野金吾，工科大学校長を辞職。

辰野金吾，設計事務所を開設(日本銀行本店本館，東京駅
丸の駅舎設計)。

 6
河野忠三，茨城県知事を離任し奈良県知事に着任。後任に
寺原長輝(薩摩出身)が就任。

 7
大熊喜邦(国会議事堂)，佐藤功一(早稲田大学大隈記念講
堂)，佐野利器(日本橋丸善書店)ら同期入学生８名が卒業。

10.14
茨城県技師に昇格。叙高等官７等（内閣）。年棒30円下賜
（内務省）。

11 旧県立図書館(設計･監理)，竣工。

12.27 叙位七位（宮内庁）。

 1.15 吉村みはる(18歳)と結婚。住居は，水戸市上市烏見。  2 日露戦争，勃発(～1905.9)。

 4.14 旧県立商業学校本館(設計･監理,ロココ様式)，竣工。

 5 旧麻生警察署(設計･監理)，竣工。

 5. 1 年棒900円給与（営繕工師）。

 7. 1 旧土浦中学校本館(設計･監理,ゴシック様式)上棟式，挙行。

12. 1 旧太田中学校講堂(設計･監理,バロック様式)，竣工。 12 旅順203高地，占領。

12. 4 旧水海道中学校講堂(設計･監理,バロック様式)，竣工。

12. 7 旧龍ヶ崎中学校講堂(設計･監理,バロック様式)，竣工。

12. 7 旧土浦中学校本館，竣工。

12 旧水戸高等女学校講堂(設計･監理,バロック様式)，竣工。

 3.31 御用済に付き営繕技師を解任（事務都合）。

 4. 4 満２年以上在職に付き金75円給与。  5 日本海戦，勝利。

 5 内務省勤務(内務技師)。

 6 旧下館警察署(設計)，竣工。  9 ポーツマス条約，締結。

 2 伊勢神宮式年造営を担当(内務省，造神宮技師，～1907)。

 9. 7 ｢和洋住宅建築学(上巻)｣(駒杵謹治，須原屋書店)発刊｡

1907 明治40 30歳  4.15 ｢和洋住宅建築学(下巻)｣(駒杵謹治，須原屋書店)発刊｡

1908 明治41 31歳 旧佐世保中学校校舎(設計,佐世保鎮守府建築科技師)竣工｡

1910 明治43 33歳 旧佐世保市役所庁舎(設計･監理)，竣工。

1911 明治44 34歳  6.15 ｢折衷洋風建築設計図集｣(小野武雄著，駒杵謹治閲)発刊｡ 10 辛亥革命，勃発(～1912)。

 大正 ? 福岡市にて設計事務所開設。

1914 大正 3 37歳  7 第一次世界大戦，勃発(～1918)。

1915 大正 4 38歳 旧帝国ホテル本館，設計協力？  1 対華２１カ条要求。

 大正 ? 小田原市にて居住(病気療養？)

1918 大正 7 41歳  3.31 名前の「歎治」を「勤治」に戸籍訂正。 11 第一次世界大戦，終了。

1919 大正 8 42歳  2.27
午後４時30分，結核により福岡市地行東町317番地にて永
眠。墓所は桂嶽寺（新庄市十日町）。

 3.25
辰野金吾，スペイン風邪により赤坂新坂町にて永眠(満64
歳)。墓所は常圓寺（西新宿）。

1964 昭和39  5 妻みはる，山形市にて永眠(満78歳)。  10 東京オリンピック，開催。

2019 平成31  2.27 駒杵謹治，没後100周年。  3.25 辰野金吾，没後100周年。

駒杵勤治技師年譜
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